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＊本機器を安全に使用していただくために

●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザーまで届けて く ださい。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を熟読し て内容を理解し た後に行って く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能を詳細に説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する

ものではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製および改変する こ と を固 く 禁じ ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告な しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を払って作成し ていますが、 万が一、 不審な点や誤 り 、

記載もれなどお気付きの点があ り ま し た ら、 エン ド レ スハウザー ( 株 ) の営業所 ・ サービ ス またはお

買い求めの代理店まで連絡し て く ださい。

●本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1) 当該製品、 および当該製品で制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全を保証し ません。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っている こ と を必ず確認し た上で、 本機器の電源を入れて く

ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気でも使用でき る機器が

あ り ます （特別危険箇所、 第一類危険箇所および第二類危険箇所に設置）。 設置する場所に応じ て、

本質安全防爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し、 使用し て く ださい。

これらの機器は安全性を確認する ため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など十分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られています。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行ってから、 測定する対象や外部制御回路を接続し て く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、 いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関係者
の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行って く ださい。
返却時には必ず添付の 「洗浄証明書」 に記入し、 製品と一緒に送って く ださい。
必要事項を記入し ていただかない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。
また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却し て く ださい。

本機器を安全に使用し ていただ く ために
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Because of legal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number

________________________
Type of instrument / sensor

____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]

Conductivity / ________

_____/

[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]

Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____

_____

/

/
2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

Identification
CAS No.

flammable
harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is filled out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /

_________________________________________________

Address /

_________________________________________________

_________________________________________________

Phone number of contact person /

____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 使用目的

TGM5 には、 各種オプシ ョ ンモジュールが用意されています。 必要に応じ てモジュールを実装
する こ と によ り 、 さ まざまな要求仕様を経済的に構築する こ と ができ ます。

1.2 設置 ・ 試験 ・ 操作

• 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設備または施設の責任者の許可を
受けた訓練された作業員だけが実行でき ます。

• 作業員は必ずこの操作マニュ アルを読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。

• 機器の操作は、 設備または施設の責任者によ って許可および訓練された作業員だけが実行で
き ます。 本マニュ アルのすべての指示に必ず従って く ださい。

• 取付け業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

• 設置、 試験および操作に関連する法令、 通達および規則を遵守し て く ださい。

1.3 製品取扱い上の注意

• タ ン ク ト ッ プなど高所その他危険な場所での作業は、 十分に安全を確認し ながら行って く だ
さい。

• モジ ュールの設定は必ず本体の電源を OFF し た状態で行って く ださい。

• 電源を入れる前にモジ ュールコネ ク タの接続、 ケーブルの端子接続を確認し て く ださい。 モ
ジ ュールや接続先機器を破壊する恐れがあ り ます。

• モジ ュールは C-MOS IC を使用し ている ため、静電気で破壊される こ と があ り ます。導電性袋
よ り 取 り 出し たま ま放置し ないで く ださい。

• モジ ュールの ト リ マーおよびジ ャ ンパーピンのセ ッ ト は、 すべて調整済みですので変更し な
いで く ださい。 必要があ る場合は、 各モジュール取扱説明書の指示に従って く ださい。

1.4 操作の安全性

警告！
本書で記載されている取扱い以外は絶対に行わないで く ださい。 本書の内容を無視し て誤った
取扱いをする と、 事故につながる恐れがあ り ます。
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1.5 安全に関する表記規則 ・ 記号

本取扱説明書では、 安全確保の手順または代替操作手順を強調するために以下の表記規則が使
用され、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器
の破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く
操作または手順を強調し ます。

注意！
適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を
超えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
装置の型式銘板にこの記号が表示されている場合、 その装置は爆発
危険区域で使用する こ と ができ ます。

爆発危険区域
図面上で爆発危険区域を示す場合に使用される記号です。 「爆発危険
区域」 と表示された区域内や配線口区域に設置される装置は、 規定
の保護タ イプに準拠し なければな り ません。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
必要に応じ て、 図面上で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号
です。 安全区域に設置される装置であって も、 それから出る配線が
防爆危険区域に入る ものであれば防爆認定を受けていなければな り
ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子です。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れてい
る端子です。

接地 ( アース） 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) され
た端子です。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子です。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や
社会のや り 方によ って、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地シス
テムなどがあ り ます。 

EX

EX
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2 モジュールの種類

TGM5 は、 各種オプシ ョ ンモジュールが用意されています。 必要に応じ てモジュールを実装す
る こ と によ り 、 さ まざまな要求仕様を経済的に構築する こ と ができ ます。

注意！

• サイ ズはモジ ュールの大き さ を示し A （大）、 B （中）、 C （小） があ り ます。 ス ロ ッ ト 位置に
よ っては、 実装できないサイ ズがあ り ますので、 「3 マザーボード」 を参照し て く ださい。

• 標準使用端子数はモジ ュールを実装し た時、 ケーブル接続用外部端子の使用数を示し た もの
です。 モジ ュール用コネ ク タ と端子間の接続は、 あ らかじめ標準ケーブルパターンで配線さ
れているので、 モジ ュールの端子専有数が制限される ものがあ り ます （例 ： OUT - 2 の出力
は 8 点だが標準で使用でき るのは 4 点まで）。

• モジ ュール全体で使用でき る端子数は小型端子箱付き仕様の場合、 最大 30 端子 （No.7 ～
No.36） で、 大型端子箱付き仕様の場合、 最大 40 端子 （No.7 ～ No.48） です。

• モジ ュールによ っては、 サイ ズ と無関係に特定ス ロ ッ ト 位置に実装する ものがあ り 、 指定ス
ロ ッ ト 欄に示し ています。

名称 機能 サイ ズ
標準使用
端子数

備考

Main CPU - A CPU モジ ュール A ( 大 ) 6 必ず 1 枚実装する

M - Cont - A CPU モジ ュール A ( 大 ) 0 必ず 1 枚実装する

Exp - A
双方向直列デジ タルパルス

２ 線伝送
A( 大 )

2

8

8

接点出力 （ア ラーム） 4 点

接点入力 ( ステータ ス ) 4 点

Thermo - A
平均温度計

スポ ッ ト 温度計

A ( 大 ) 12

3
平均､スポ ッ ト 温度計用

DAC - 1 4 ～ 20mA アナロ グ出力 C ( 小 ) 2 2 枚実装可能

OUT- 3/4
BCD パラ レル出力

サク ラ コード
B ( 中 ) 18

OUT-3 ( コ レ ク タ コモン )

OUT-4 ( エ ミ ッ タ コモン )

OUT - 2 接点出力 ( ア ラーム ) C ( 小 ) 8 標準 4 点 ( 最大 8 点 )

ADC - 2
DC 4 ～ 20mA アナロ グ信号

入力
C ( 小 ) 2

2 線伝送ボード使用の場合の

み使用可

ODC - 1
光通信 ( 双方向半 2 重 )

光デジ タルパルス
C ( 小 ) 0

INT - 2 接点入力 ( ステータ ス ) C ( 小 ) 16
2 線伝送ボード使用の場合の

み使用可 ( 最大 ８ 点 )

INT - 1 接点入力 ( ステータ ス） C ( 小 ) 8
2 線伝送ボード使用の場合の

み使用可 ( 最大 4 点 )

DRMM - A DRM 通信 C ( 小 ) 2
Endress+Hauser 7
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3 マザーボー ド

図 1: マザーボード の形状

各モジ ュールのサイ ズ A、 B、 C は実装可能な最大サイ ズを示し ています。
（サイ ズ A のス ロ ッ ト にはサイ ズ A、 B、 C の各モジュールが実装可能）

注意！

• ス ロ ッ ト 0 には必ず Main CPU-A モジュール （CPU モジュール）、 ス ロ ッ ト 5 には、 M Cont-A
（CPU モジュール） モジュール、 Exp-A モジュールを実装する場合には、 Main CPU-A モ
ジ ュール とペアの使用と な り ますので、 ス ロ ッ ト 1 に実装し て く ださい。

• オプシ ョ ンモジ ュール(CPUモジュール2枚)のス ロ ッ ト は合計5枚分あ り ます。これを超えて実
装する こ と はでき ません。

図 2: モジ ュール実装例
8 Endress+Hauser
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4 各モジュールの組合せ

オプシ ョ ンモジ ュールは、 最大 5 枚まで実装可能です。 モジ ュールの端子線有数の合計やモ
ジ ュールサイ ズによ る制限については、 前述の通 り です。
Endress+Hauser 9
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5 モジュールの追加 ・ 変更時の注意

仕様の確認
納入後にオプシ ョ ンモジュールを追加･変更する場合は、 「4 　 モジュールの組合せ」  に従 う 必要
があ り ます。

端子表の確認
モジ ュールの追加および変更が可能であ るか、 端子表を確認し て く ださい。
10 Endress+Hauser
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6 モジュールの設定

設定手順

1. 本体の電源を OFF にし てから電気室の蓋を開けます。

2. モジュール押え金具を外し ます。

3. モジュールを ス ロ ッ ト に挿入し ます。

4. モジュール押え金具を取 り 付けます。

5. 端子表に従って指定コネ ク タ をモジュールに接続し ます。

• （端子表の①～⑨がコネ ク タに明記されています）

6. 電気室の蓋を閉め、 電源を入れます。

7. モジュール実装状態を確認し ます。

8. HHT2 でモジュールが電気的に接続されている こ と を確認し ます。

以上で設定手順は終了です。

注意！

• ス ロ ッ ト 位置の確認 （指定位置、 サイ ズによ る制約） を確認し て く ださい。

• ス ロ ッ ト 1、 2 にモジュールを挿入する場合には、 一度、 CPU モジュールを外し てから行って
く ださい。

• モジ ュール と マザーボード のコネ ク タ を正確に接続し て く ださい （ピンズレ、 コネ ク タの浮
きがないこ と）。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7 モジュールの調整

モジ ュールの調整および動作確認は HHT2 で行います。 詳細については、 各モジュールの説明
を参照し て く ださい。

7.1 拡張ボー ド 　 Exp-A

7.1.1 概要

本モジ ュールには、　 以下の機能が内臓されています。

• 双方向通信用の回線ド ラ イバー （TGM 4000 では PDC - 1 に相当し、 TGM 4000 の通信制御モ
ジ ュール （TRC － 1） の機能は Main - CPU -A に組み込まれま し た）

• 接点出力 ( ア ラーム） ・ ・ ・ TGM 4000 では OUT - 2 相当

• 接点入力 ( ステータ ス） ・ ・ ・ TGM 4000 では INT -1 相当

双方向通信
受信装置にレベル、 温度、 ア ラーム、 液面計状態信号などのデータ を電流変調パルスで伝
送し ます。 また、 受信装置からはス レーブデバイ ス （TGM 等） のセレ ク ト 、 液面計操作
等のデータがパルス幅変調で送られてき ます。 こ こ で、 前者をデータ伝送モード、 後者を
セレ ク ト モード と いいます。 データ伝送モード だけの通信を単方向通信 と いいます。

接点出力 ( アラーム )
レベルまたは温度ア ラームを出力する と きに使用されます。 出力は ８ 点あ り ますが、 標準内部
結線は ４ 点用になっています。 5 点以上必要な場合には、 エン ド レ スハウザージ ャパン まで問い
合わせて く ださい。

接点入力 ( ステータス )
デバイ ス （TGM 等） 周辺のステータ ス信号を、 双方向通信によ り 受信装置へ伝送する と きに使
用されます。 5 点以上必要な場合には、 エン ド レ スハウザージ ャパン まで問い合わせて く ださ
い。

7.1.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 3: モジ ュール
12 Endress+Hauser



TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.1.3 モジュールのセ ッ ト

拡張モジ ュールはス ロ ッ ト ： １ に挿入し、 メ イ ン CPU にコネ ク タで接続し ます。

7.1.4 双方向通信の設定

受信装置のダ イ レ ク ト ア ク セスに切 り 替えて、 該当する ス レーブデバイ スのみア ク セスする よ
う にし て調整し ます。

双方向通信種類の選択
MODE ： 13 　 ITEM ： 26 　 で種類を選択し ます。
「2」 ： BBB ＆ MIC 受信装置
「4」 ： MDP 受信装置
「8」 ： V1 受信装置
 上記の中から選択し て く ださい。

セレクトコードの設定
受信装置がこのス レーブデバイ スに割 り 当てたセレ ク ト ア ド レ ス （01 － FF） を設定し ます。
MIC 型の 1 対 １ の双方向受信装置の場合は、 FF に設定し て く ださい。

路線抵抗値の設定
基本的に 「F」 を初期値と し て く ださい。
下記の通信状況の数値を見ながら、 マイナス １ づつ下げていき ます。

通信状況の確認
MODE ： 01 　 ITEM ： 16 　 で、 「2」 を入力し て く ださい。
TGM 5000 の LCD 表示が、 双方向通信の状態表示に切 り 替わ り ます。
LCD の表示例 ：
V1 S ： 99 R ： 99Ｔ  99 
E999 L999 H999 T999
(99 または 999 は数字データ を表し ています。 )

S ： 99 ： セレ ク ト パルスが入力される毎にプラ ス １ されます。
R ： 99 ： 受信装置からのセレ ク ト コード がス レーブデバイ ス と一致し た時にプラ ス １ されます。
T 99 ： データ伝送毎にプラ ス １ される。
E 999 ： エラー表示 ： E001 ＝交互パ リ テ ィ エラー

E002 ＝チェ ッ ク サムエラー
E003 ＝セレ ク ト データ受信タ イ ムオーバー
E004 ＝セレ ク ト データの受信データ数異常
E006 ＝データ送信タ イ ムオーバー
E007 ＝セレ ク ト データ受信タ イ ムオーバー （BBB 受信装置）

注意！
上記の太字の 「S」、 「R」、 「T」 の数字が周期的に更新されていれば、 受信装置と の双方向通信は
正常です。

上下限レベルアラームデータの設定

1. MODE ： 13 　 ITEM ： 28 で No.1、 No.2 のア ラーム

• 種類を以下から選択し ます。

2. No.1 ア ラームレベル値の設定

• MODE ： 13 　 ITEM ： 06 　 で No.1 のア ラームレベル値を設定し て く ださい。

3. No.2 ア ラームレベル値の設定

• MODE ： 13 　 ITEM ： 07 　 で No.2 のア ラームレベル値を設定し て く ださい。

0 ： No.1 ＝ High No.1 ＝ Low

1 ： No.1 ＝ Low No.1 ＝ High

2 ： No.1 ＝ High No.1 ＝ High

3 ： No.1 ＝ Low No.1 ＝ Low
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
4. ア ラームレベル ヒ ステ リ シス幅の設定

• MODE ： 13 ITEM ： 27 で、 ア ラームレベル ヒ ステ リ シス幅を設定し て く ださい。 No.1、
No.2 共通です。

動作の確認

• 調整を終了後、 受信装置をフ リ ースキ ャ ンモード にし て該当ス レーブデバイ スのデータが正
し く 受信できているかを確認し ます。

• 通信エラーがあ る場合は （デジタルオシロ等で確認し ながら）、 受信装置のク ロ ッ ク加算を
行って く ださい。

• 受信装置から巻き上げ、 停止等の操作確認を行いますが、 TGM は現場操作ス イ ッ チ と HHT2
からの操作も同時に受け付ける こ と が可能です。 この各操作の整合性を保つため、 操作の優
先度を現場操作ス イ ッチ、　 HHT2、 受信装置の順に設定し ています。 このため、 現場操作ス
イ ッチ と HHT2 からの操作が液面測定時のみ受信装置からの操作が可能 と なっていますので、
注意し て く ださい。

• 受信装置からの操作方法や操作可能な種類は受信装置の取扱説明書を参照し て く ださい。

• 受信装置からの操作要求は、 TGM 内部で記憶され電源を OFF し て も電源復帰後、 元の動作状
態を保持し ます。 し たがって、 受信装置の ト ラブル等によ り 液面測定の操作ができ ない場合
は次の手順で解除し て く ださい。MODE ： 13 ITEM ： 01 のセレ ク ト コード設定を 「FF」 にセ ッ
ト する と受信装置からの操作要求は液面操作に設定されます。

7.1.5 接点出力 ( アラーム ) の調整 ・ 動作確認

詳細については、 「7.5 接点出力 （ア ラーム） OUT-2」 を参照し て く ださい。

7.1.6 接点入力 ( ステータ ス） の動作確認

1. 入力信号の論理選択

• MODE ： 00 　 ITEM ： 12 　 MEMO 1 の 6 桁目を 「0」 か 「1」 で論理を選択し ます。

• x x x x x 0 ： の場合は、 入力信号は接点 OFF （オープン） で信号有 （ロ ジ ッ ク 1） にな り ま
す。

• x x x x x 1 ： の場合は、 入力信号 ON （短絡） で信号有 （ロ ジ ッ ク １ ） にな り ます。

• 上記以外の 2 － 9 の場合は、 信号無し （ロ ジ ッ ク 0） にな り ます。

• 接続された機器の接点仕様に合わせて設定し ます。

2. 受信器によ る動作確認

• 信号入力端子部で確認し ます。

• シ ョ ー ト 、 オープンに応じ て、 正し く 受信装置に伝送される こ と を確認し て く ださい。

3. HHT2 によ る動作確認

• HHT2 からのデータ ア ド レ ス設定で確認し ます。

• MODE ： 00 　 ITEM ： 17 　 のア ド レ ス設定で 「34900」 を入力し ます。

• MODE ： 01 　 ITEM ： 16 　 で 　 「1」 を設定する こ と によ り 、 TGM 表示がア ド レ スデータ を
表示し ます （図 4 ： HHT2 操作図参照）。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
図 4: HHT2 操作図
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.1.7 ト ラ ブルシューテ ィ ング

双方向通信

通信動作に異常があ る場合は、 以下のチェ ッ ク ポイ ン ト と添付のフ ローチャー ト を参照し て故
障診断を し て く ださい。
作業は受信装置でのデータ表示、 エラー表示および TGM の動作を確認し ながら行います。

チェックポイント

■　全てのタンクについて通信動作

　幹線の伝送ケーブル異常

　受信装置に異常　(通信装置のマニュアルを参照）

■ 特定のループのみ異常

特定ループ幹線ケーブルに異常

ループ上特定タンクのTGMがループ全体に影響
(選択動作不良によるダブル選択等）

■ 特定のタンクのみ異常

全く動作しない

選択はするが遠隔操作は出来ない
(現場)操作入力が測定になっていない

TGM本体の異常

選択動作の異常

特定伝送ケーブルの異常

データ伝送のみが異常
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
全タンクが異常

通信動作が
異常

受信器側に異常
受信器のトラブル
シューティング　参照

遠隔操作が
不良

ＴＧＭ現場操作入力
が測定でない。現場
操作を測定に戻す。

ﾃﾞｰﾀ伝送ﾗｲﾝ抵抗
値再設定

ﾃﾞｰﾀ伝送ﾗｲﾝ抵抗
値再設定

正常復帰
したか

1

全く動作しない

TGM本体の
動作は正常

ｾﾚｸﾄ信号は入力
されているか

ｾﾚｸﾄｺｰﾄﾞは
正しいか

ｹｰﾌﾞﾙの極性が
逆になっているか

伝送ｹｰﾌﾞﾙ接続
に緩みはないか

全タンク

特定タンク

NO 　　(タンク選択動作は　OK)

YES

YES

YES

YES

TGMの電源
は正常か

NO

TGMの電源
ﾁｪｯｸ・修復

TGM本体のﾄ
ﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝ
ｸﾞを参照

ＮＯ

ＹＥＳ

ｾﾚｸﾄｺｰﾄﾞ
再設定

正常動作
するか

ＮＯ

ＮＯ YES

ｹｰﾌﾞﾙ極性
の入れ替え

ｹｰﾌﾞﾙ接続
修復

正常動作
するか

正常動作
するか

ＮＯ

ＮＯ

ある

ない

YES

ＹＥＳ

終了

YES

ＮＯ

ﾃﾞｰﾀｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ
入力はあるか

ＹＥＳ

ﾀﾝｸ選択　 ＯＫ
遠隔操作　ＯＫ
ﾃﾞｰﾀ伝送が不良

ﾃﾞｰﾀｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ
入力はあるか

ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾓｼﾞｭｰﾙ
Exp-A　変換

伝送ｴﾗｰは
あるか

伝送ｴﾗｰは出ない
が動作が不安定

2

終了

YES

YES

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

YES

ＮＯ

ＮＯ
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7.1.8 モジュール使用上の注意

• 接点出力 （ア ラーム） OUT - 2 と同時に使用された場合は、 OUT - 2 が動作し ます。
Exp-A 内の接点出力 （ア ラーム） は停止状態にな り ます。

• 接点入力 （ステータ ス） INT - 1、 2 と同時に使用された場合は、 INT - 1、 2 が動作し ます。

通信ﾓｼﾞｭｰﾙのｺﾈｸ
ﾀ接続は正常か

ｺﾈｸﾀ挿入修復

ｹｰﾌﾞﾙの交換は
可能か

1

通信ﾓｼﾞｭｰﾙに
損傷はないか

伝送ｹｰﾌﾞﾙの断
線はないか

ｹｰﾌﾞﾙの絶縁抵
抗1MΩ以上

ｹｰﾌﾞﾙの線間容
量0.3μF以下か

YES

正常動作
するか

YES

正常動作
するか

正常動作
するか

正常動作
するか

ＮＯ

YES

YES

ＮＯ

ＹＥＳ

終了

YES

2

YES

NO

ある

ない

通信ｸﾛｯｸ幅を
増大し通信安定動作

を試みる

モジュール交換

ｹｰﾌﾞﾙ修復また
は交換

ｹｰﾌﾞﾙの交換

Exp-Aﾓｼﾞｭｰﾙ
交換

低静電容量のｹｰﾌﾞ
ﾙと交換しｹｰﾌﾞﾙｽﾍﾟ

ｯｸを満足させる

ﾙｰﾌﾟを分割し、静電
容量を削減

ＮＯ

YES

ＮＯ

YES

正常動作
するか

YES

ﾙｰﾌﾟを複数に分
割できるか

ＮＯ

ＮＯ

（ｹｰﾌﾞﾙ不良）

ある

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ない
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7.2 温度システム Thermo-A

7.2.1 概要

温度システム 　 Thermo -A は、 温度計の種類と し て、 スポ ッ ト 1 点、 スポ ッ ト 4 点、 多素子温度
計および単素子温度計の 4 種類を、 温度素子の種類と し ては、 Pt 100、 JPt 100、 Cu 100 の 3 種
類をサポー ト し ています。

注意！
プロサーモ NMT53x の HART 入力時には本基板は使用でき ません。

7.2.2 モジュール形状

図 5: モジ ュール

7.2.3 スポ ッ ト 1 点仕様の設定

素子用ジ ャ ンパーポス ト SW 1 を 「スポ ッ ト 側 （SPT 4）」 に切 り 替えて く ださい。

1. 温度計の種類選択

• MODE ： 00 　 ITEM ： 19 　 で 「3」 を設定し て く ださい。

2. 温度素子の選択

•  MODE ： 00 　 ITEM ： 20 　 で 「0」 ： Rt 100 　 「1」 ： JPt 100 「2」 ： Cu 100 の中から選択し て く
ださい。

3. スポ ッ ト 温度計の変わ り に基準抵抗を接続し ます。

4. 基準抵抗器を 0 ℃の抵抗値と 200 ℃の抵抗値に交互に設定し て、 MODE ： 07 ITEM ： 01 の
ネ ッ ト 温度値が、 ±0.1 ℃に入る よ う に MODE ： 07 ITEM ： 02 で補正し て く ださい。

• 0.1 ℃に入ら ない場合は、 ボード の素子入力コネ ク タ （CN2） ピン等の接触不良が考え ら
れます。 ピンを押し込んで く ださい。

以上で設定手順は終了です。

SW設定

MLT12 SPT4
SW1

1

1

4

7

4

7

10

13

16

19

22

マルチ　12点
SW2

MLT12 SPT4
SW1

1

1

4

7

4

7

10

13

16

19

22

スポット　4点
SW2
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7.2.4 スポ ッ ト 4 点仕様の設定

素子用ジ ャ ンパーポス ト SW 1 を 「スポ ッ ト 側 （SPT 4）」 に切 り 替えて く ださい。

1. 温度計の種類選択

• MODE ： 00 　 ITEM ： 19 　 で 「2」 を設定し て く ださい。

2. 温度素子の選択

• MODE ： 00 　 ITEM ： 20 で 「0」 ： Pt 100 「1」 ： JPt 100 　 「2」 ： Cu 100 の中から選択し て く だ
さい。

3. １ 点目スポ ッ ト 温度計の変わ り に基準抵抗を接続し ます。

4. 基準抵抗器を、 0 ℃の抵抗値 と 200 ℃の抵抗値を交互に設定し て MODE ： 08 ITEM ： 01 の
ネ ッ ト 温度値が、 ±0.1 ℃に入る よ う に MODE ： 08 ITEM ： 06 で補正し て く ださい。

• 0.1 ℃に入ら ない場合は、 ボード の素子入力コネ ク タ （CN2） ピン等の接触不良が考え ら
れます。 ピンを押し込んで く ださい。

5. 2 点目以降は、 基準抵抗器を該当端子に接続し、 上記手順 3 ～ 4 を繰 り 返し ます。

MODE および ITEM は以下のよ う にな り ます。

以上で調整手順は終了です。

7.2.5 多素子の設定

素子用ジ ャ ンパーポス ト SW 1 を 「マルチ側 （MLT 1 2）」 に切 り 替えて く ださい。

1. 温度計の種類を選択し ます。 MODE ： 00 　 ITEM ： 19 　 で 「1」 を設定し て く ださい。

2. 温度素子の選択し ます。 MODE ： 00 　 ITEM ： 20 で 「0」 ： Pt 100 　 「1」 ： JPt 100 　 「2」 ： Cu 
100 の中から選択し て く ださい。

3. 多素子温度計で使用されている素子数を設定し て く ださ い。

• MODE ： 09 　 ITEM ： 02

4. 素子位置の間隔が均等まはた不均等かを選択し て く ださ い。

• 均等間隔素子位置の場合 ： MODE ： 09 　 ITEM ： 06 　 で 「0」 を選択し て く ださい。

• 不均等間隔素子位置の場合 ： MODE ： 09 　 ITEM ： 06 　 で 「1」 を選択し て く ださい。

5. 各素子の切替点を、 MODE ： 09 　 ITEM ： 07 － 18 にて設定し て く ださい。

• 切替点は素子位置＋約 300 ｍｍ にし ます。

• ボ ト ム位置と素子間隔の設定は不要です。

6. ボ ト ム位置を設定し ます。 MODE ： 09 ITEM ： 03 で最下位素子位置の切替点を設定し ます。

• 切 り 替え点は、 素子位置＋約 300 ｍｍ にし ます。

7. 素子間隔の設定

• MODE ： 09 　 ITEM ： 04 で素子位置の間隔を設定し ます。

8. 現在のレベルに該当する素子の変わ り に基準抵抗を接続し て く ださ い。

9. 基準抵抗器を、 0 ℃の抵抗値 と 200 ℃の抵抗値に交互に設定し て、 MODE ： 09 　 ITEM ： 01
のネ ッ ト 温度値が、 ±0.1 ℃に入る よ う に 　 MODE ； 09 　 ITEM ： 05 で補正し て く ださい。

• 0.1 ℃に入ら ない場合は、 ボード の素子入力コネ ク タ （CN2） ピン等の接触不良が考え ら
れます。 ピンを押し込んでみて く ださい。

以上で設定手順は終了です。

2 点目 ： ネ ッ ト 温度 MODE ： 08 ITEM ： 02

3 点目 ： ネ ッ ト 温度 MODE ： 08 ITEM ： 03

4 点目 ： ネ ッ ト 温度 MODE ： 08 ITEM ： 04

2 点目 ： 補正 MODE ： 08 ITEM ： 07

3 点目 ： 補正 MODE ： 08 ITEM ： 08

4 点目 ： 補正 MODE ： 08 ITEM ： 09
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.2.6 単素子の設定

素子用ジ ャ ンパーポス ト SW 1 を 「マルチ側 （MLT 1 2）」 に切 り 替えて く ださい。

1. 温度計の種類を選択し ます。 MODE ： 00 　 ITEM ： 19 で 「0」 を設定し て く ださい。

2. 温度素子を選択し ます。 MODE ： 00 ITEM ： 20 で 「0」 ： Pt 100 　 「1」 ： JPt 100 　 「2」 ： Cu 100
　 の中から選択し て く ださい。

3. 素子数を設定し ます。 多素子温度計で使用されている素子数を設定し て く ださ い。

• MODE ： 10 　 ITEM ： 15

4. 素子位置の間隔が均等または不均等か選択し て く ださい。

• 均等間隔素子位置の場合 ： MODE ： 10 　 ITEM ： 20 で 「0」 を選択し て く ださい。

• 不均等間隔素子位置の場合 ： MODE ： 10 　 ITEM ： 20 で 「1」 を選択し て く ださい。

5. 各素子の切替点を、 MODE ： 10 　 ITEM ： 21 － 32 にて設定し て さい。

• 切替点は素子位置＋約 300 ｍｍ にし ます。

• ボ ト ム位置と素子間隔の設定は不要です。

6. ボ ト ム位置を設定し ます。 MODE ： 10 ITEM ： 16 で最下位素子位置の切替点を設定し ます。

• 切替点は、 素子位置＋約 300 ｍｍ にし ます。

7. MODE ： 10 ITEM ： 17 で素子位置の間隔を設定し ます。

8. 素子 １ の代わ り に基準抵抗を接続し ます。

9. 基準抵抗器を、 0 ℃の抵抗値 と 200 ℃の抵抗値に交互に設定し て、 MODE ： 10 　 ITEM ： 02
のネ ッ ト 温度値が、 ±0.1 ℃に入る よ う に MODE ： 10 　 ITEM ： 14 で補正し て く ださい。

• 0.1 ℃に入ら ない場合は、 ボード の素子入力コネ ク タ （CN 2） ピン等の接触不良が考え ら
れます。 ピンを押し込んで く ださい。

10. 素子 2 から最終素子の代わ り に順々に基準抵抗を接続し て、 MODE ： 10  ITEM ： 02 － 13 で
ネ ッ ト 温度を確認し ます。

以上で設定手順は終了です。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.3 4 ～ 20mA 出力 　 DAC-1

7.3.1 概要

レベルまたは温度データ を 4 ～ 20mA のアナロ グ信号にて出力する と きに使用し ます。
本モジ ュールは 2 枚同時に実装する こ と が可能です。

7.3.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 6: モジュール

7.3.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。

注意！
本体内に 2 枚同時に実装する場合は、 各モジ ュールの ID No. を変更する必要があ り ます。

• 1 枚目のモジュールは ID No. を 「5」 と し ます （標準設定ですので変更不要です）。

• 2 枚目のモジュールは ID No. を 「6」 に変更し ます。
ID No. の設定方法
ID ： 5 の と き D1 と D3 を実装 （0101）
ID ： 6 の と き D2 と D3 を実装 （0110）

• 電流出力を DC 0-20mA に変更する場合はジャ ンパーピン JP1、JP2 を共に 0-20 側に設定し ます
（標準設定は 0-20 側になっています）。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.3.4 調整 ・ 動作確認

調整作業のフロー

1枚目の
ﾓｼﾞｭｰﾙ

スタート

以下 MODE 11
にて調整作業

以下 MODE 12
にて調整作業

出力の選択
(ﾚﾍﾞﾙ or 温度)

100%データの
設定

0%データの
設定

温度出力？

温度の種類
設定

設定値出力
に設定

出力値の%
表示確認

TGM異常時の
出力値設定

出力値に誤差があ
るときの調整

スタート

1枚目の
ﾓｼﾞｭｰﾙ

以下 MODE 11
にて調整作業

以下 MODE 12
にて調整作業

4mA 出力指定

VR1調整

20mA 出力指定

VR２調整

4,20mA
ﾃﾞｰﾀ正常

終り

終り

2枚目

1枚目

ITEM 09

（4mAを確認）

（20mAを確認）

YES

ITEM 08

ITEM 04

ITEM 10

ITEM 07

ITEM 03

ITEM 06

ITEM 02

ITEM 05

NO

温度

レベル
Endress+Hauser 23



TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
調整 ・ 確認手順

注意！
以下は 1 枚目のモジ ュールに対する調整です。 1 枚のみの場合は、 以下の手順で調整し ますが 2
枚実装の場合は、 2 枚目のモジュールに対し ては MODE 12 に書き換えて同様にし て作業し て く
ださい （0 ～ 20mA 出力時は 4mA を 0mA と し て調整）。

1. HHT2 から MODE 11 ITEM 02, 05 で出力を選択し ます。

• レベル出力の場合 ： ITEM 02 で 1 を選択

• 温度出力の場合 ： ITEM 02 で 0、 ITEM 05 で 1 を選択

• ITEM 02, 05 両方が 1 の場合、 ITEM 02 が優先し、 レベルが出力されます。

2. 100％データの設定

• HHT2 から MODE 11 　 ITEM 03, 06 で 100% の時レベル値、 温度値を設定し て く ださい。

3. 0％データの設定

• HHT2 から MODE 11 　 ITEM 04, 07 で 0% の時レベル値、 温度値を設定し て く ださい。

4. 温度データの種類を指定

• 温度出力の場合、 HHT2 から MODE 11 ITEM 08 で温度の種類を指定し て く ださい。

5. 測定出力動作

• HHT2 から MODE 11 　 ITEM 09 で 「0：測定出力」 を指定し て く ださい。 これによ り 測定値
( レベルまたは温度 ) に対し、 4 ～ 20mA を出力し ます。

6. HHT2 から MODE 11 　 ITEM 01 で出力値の % 表示を確認し て く ださい。

• 0 ～ 100% 設定値に対する測定値の % データがわか り ます。

7. 4 ～ 20mA の電流値に誤差があ る場合

• HHT2 から MODE 11 　 ITEM 09 で ｢ 1：4mA 出力指定｣を指定し、電流値が 4mA になる よ う に
CD-L296-1 の VR1 で調整し て く ださい。

• 同画面で 「2：20mA 出力指定」 し、電流値が 20mA になる よ う に VR2 で調整し て く ださい。

以上で調整 ・ 確認手順は終了です。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.4 パラ レル出力 　 OUT-3 ・ OUT-4

注意点

図 7: 回路図

■ 出力データの仕様は以下の3種類があります。
　　　「LEVEL - BCD」 レベル値をBCDコードにて出力
　　　「LEVEL - SIC」 レベル値をサクラコードにて出力
　　　「TEMP - BCD」 温度値をBCDコードにて出力

■ 出力形態はオープンコレクタトランジスタですが、コモンの取り方によりモジュールが区別
されます。接続する受信システムと適合するモジュールをご使用ください。

+ -COM

リレー

OUT-3　（コレクタコモン）

+ -

フォトカプラ

COM

リレー
OUT-4　（エミッタコモン）

+ -

フォトカプラ

+-

接続する受信システムに適合していることをHHT2（MODE 05 ITEM 01）で確認し、違って
いる場合は、CPUモジュール（CPU-2)のROMを適合するものと交換する必要があります。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.4.1 概要

レベルまたは温度データ を BCD または SIC コード にて出力するためのパラ レル出力モジ ュール
です。 24 ビ ッ ト の出力を用意し ていますが、 標準内部結線では 17 ビ ッ ト に制限されます。
出力信号はフ ォ ト カプラによ り 内部回路と ア イ ソ レー ト されています。

7.4.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 8: モジ ュール

ID 番号のセ ッ ト

• OUT-3 　 IDNo.01、 D25 のみ実装

• OUT-4 　 IDNo.02、 D26 のみ実装

7.4.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.4.4 レベル出力の設定

設定フロー

設定手順

1. HHT2 の MODE 05、 ITEM 02 にてオーバーテンシ ョ ン発生時の出力コード を 6 桁
（×××××. ×） 設定し ます。

• 　 各桁のデータは 0 ～ F まで設定可能です。

2. アンダーテンシ ョ ン時の出力コード を ITEM03 で設定し ます。

3. レベル A / D エラー時の出力コード を ITEM04 で設定し ます。

4. レベル追従エラー時の出力コード を ITME05 で設定し ます。

5. 密度測定動作中の出力コード を ITEM06 で設定し ます。

以上で設定手順は終了です。

注意！
標準の内部結線では 17 ビ ッ ト (00000 ～ 19999mm) の出力ですから 10-1 桁および 104 桁上位 3
ビ ッ ト は端子部には現れません。

出力

スタート

ｵｰﾊﾞｰﾃﾝｼｮﾝ時
の出力ｺｰﾄﾞ設定

温度出力ﾃﾞｰﾀの
選択

ﾚﾍﾞﾙA/Dｴﾗｰ時
の出力ｺｰﾄﾞ設定

ﾚﾍﾞﾙ追従ｴﾗｰ時
の出力ｺｰﾄﾞ設定

終り

ITEM 06

ITEM 05

ITEM 04

ITEM 03

HHT2のMODE 05にて行う

温度 BCD 出力

レベルBCD出力
レベルSIC出力

ｱﾝﾀﾞｰﾃﾝｼｮﾝ時
の出力ｺｰﾄﾞ設定

密度測定中の
出力ｺｰﾄﾞ設定

ITEM 02 ITEM 07

終り
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.4.5 温度出力の設定

温度出力データ を選択し て、 ITEM07 で設定し ます。

7.4.6 レベル出力の確認

確認手順

1. デ ィ スプレーサを上限停止位置に巻き上げます （MODE 01， ITEM 01 で操作）。

• この時のレベル値を記録し て く ださい。 作業後こ の値を再設定し ます。

2. MODE 03， ITEM  04 にてレベル値を入力し、 これに応じ た コード出力になる こ と を端子部
または受信装置で確認し ます。

以上で確認手順は終了です。

7.4.7 温度出力の確認

確認手順

1. MODE 07， ITEM 02 の温度補正値を読み記録し ます。

• 作業後この値を再設定し ます。

2. MODE 07, ITEM 02 の温度補正値を入力し、 任意の温度値を設定し ながら出力を確認し ま
す。

以上で確認手順は終了です。

注意！
端子部にてコード確認する場合は、 コモン端子 と の導通チェ ッ ク にて行いますが、 OUT-3 と
OUT-4 では極性が異な り ますので注意し て く ださい。

0

1

2

3

4

:

:

:

:

:

平均温度計の場合平均温度、スポット1点入力の場合スポット温度を
出力します。

AVE

S1

S2

S3

S4

多点スポット温度入力の場合、1点目スポット温度データを出力します。

多点スポット温度入力の場合、2点目スポット温度データを出力します。

多点スポット温度入力の場合、3点目スポット温度データを出力します。

多点スポット温度入力の場合、4点目スポット温度データを出力します。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.5 接点出力 （アラーム） OUT-2

注意！

• 調整および動作確認作業中は、 出力が ON/OFF 動作し、 接続相手機器も動作し ますので注意
し て く ださい。

• これらの影響が出る場合は作業完了までケーブルの端子接続をはずし てお く こ と を推奨し ま
す。

7.5.1 概要

レベルまたは温度ア ラームを出力する と きに使用し ます。 出力は 8 点あ り ますが標準内部結線
は 4 点用になっています。 5 点以上必要な場合は、 エン ド レ スハウザージャパン まで問い合わせ
て く ださい。

7.5.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 9: モジ ュール

7.5.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.5.4 設定作業フ ロー

各データの設定は、 HHT2 の MODE 06 にて調整し ます。 ア ラームデータの設定は、 8 出力分用
意され、 1 出力に対し てレベルおよび温度の設定があ り ます。 設定の詳細については、 別冊
「TGM5 HHT2 （ハン ドヘル ド ター ミ ナル） 操作 & 設定」 の 「7.2 MODE06 　 接点出力 （ア ラー
ム）」 を参照し て く ださい。

スタート

アラーム　1
レベル設定

終り

MODE 06
にて行う

ITEM
01～04

アラーム　2
レベル設定

アラーム　3
レベル設定

アラーム　4
レベル設定

アラーム　5
レベル設定

アラーム　6
レベル設定

アラーム　7
レベル設定

アラーム　8
レベル設定

①

ITEM
05～08

ITEM
09～12

ITEM
13～16

ITEM
17～20

ITEM
21～24

ITEM
25～28

ITEM
29～32

アラーム　1
温度設定

ITEM
33～36

アラーム　2
温度設定

アラーム　3
温度設定

アラーム　4
温度設定

アラーム　5
温度設定

アラーム　6
温度設定

アラーム　7
温度設定

アラーム　8
温度設定

①

ITEM
37～40

ITEM
41～44

ITEM
45～48

ITEM
49～52

ITEM
53～56

ITEM
57～60

ITEM
61～64
30 Endress+Hauser



TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
ア ラームに対する設定データの構成は以下の通 り です。

1. ア ラーム動作を上限動作、 下限動作に指定する ものです。 ア ラーム動作させない場合は不
使用 (NON) に設定し ます。

2. ア ラーム設定データでレベルの場合は mm 単位、 温度の場合は (±) 0.1 ℃単位で設定し ま
す。

3. ヒ ステ リ シス動作幅を設定し、 レベルの場合は mm 単位、 温度の場合は 0.1 ℃単位で設定
し ます。

4. NO/NC の設定です。

注意！

• 接点出力 ( ア ラーム ) を使用し ない場合は、 レベル、 温度設定データ共ア ラーム不使用 　
（NON） を指定し て く ださい。

• レベルア ラームに使用する場合は、 温度ア ラームを不使用に、 温度ア ラーム と し て使用する
場合は、 レベルア ラームを不使用に設定し て く ださい。

• レベルア ラームに使用する場合は、 温度ア ラームを不使用に、 温度ア ラーム と し て使用する
場合は、 レベルア ラームを不使用に設定し て く ださい。

• ア ラームを不使用設定し た場合、 以下のデータ (2 ～ 4 のデータ ) は設定不要です。

• 温度ア ラーム動作を行 う には、 温度入力モジュール (ADC-1) が必要にな り ます。 温度モ
ジ ュールな しの場合でも、 HHT2 の温度設定用 メ ッ セージ ITEM 33 ～ 64 は表示されます。

7.5.5 動作確認

動作確認手順 （レベルの場合）

1. MODE  01  ITEM  01 で、 デ ィ スプレーサを上限停止位置に来る よ う に巻上げます。

• この時のレベル値を記録し て く ださい。 作業後こ の値を再設定し ます。

2. HHT2 から MODE  03  ITEM  04 で任意のレベル値を入力し て確認し ます。

以上で確認手順は終了です。

動作確認手順 （温度の場合）

1. HHT2 にて MODE  07  ITEM  02 の温度補正値を読み記録し ます。

• 作業後この値を再設定し ます。

2. MODE  07  ITEM  02 にて、 温度補正値を入力し任意の温度値を設定し ながら温度ア ラーム
の動作を確認し ます。

以上で確認手順は終了です。

注意！
接点出力形態 ( オープン コ レ ク タ、 リ レー接点出力 ) に注意し て確認する よ う にし て く ださい。
通常はオープン コ レ ク タ出力です。

レベルア ラーム用設定データ 温度ア ラーム用設定データ

1 　 HIGH、 LOW、 不使用の指定 1 　 HIGH、 LOW、 不使用の指定

2 　 ア ラーム設定データ 2 　 ア ラーム設定データ

3 　 ヒ ステ リ シスデータ 3 　 ヒ ステ リ シスデータ

4 　 NO / NC の指定 4 　 NO / NC の指定
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
図 10: 許容負荷イ ンピーダン ス

設定 内容

精度 レベルまたは温度に対し ±0

定格 フ ォ ト カプラによ るオープン コ レ ク タ出力

コ レ ク タ電流 30 ｍA

コ レ ク タ ・ エ ミ ッ タ間電圧 Max. 250V

絶縁耐圧 1500 Vrms
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.6 4 ～ 20ｍA 入力 　 ADC-2

7.6.1 概要

圧力計、 開度計などの発信器から 4 ～ 20mA 信号を 0 ～ 100％に変換し、 双方向通信 （V1 プロ
ト コル） によ り 、 受信装置へ伝送する と きに使用し ます。

7.6.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 11: モジ ュール

7.6.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。

7.6.4 調整 ・ 動作確認

設定手順

1. HHT2 の MODE  14 　 ITEM 02 「ZERO ADJ.」 を 「0」 に設定し ます。

2. HHT2 の MODE  14 　 ITEM 03 「SPAN ADJ.」 を 「1」 に設定し ます。

3. 入力電流を 4、 20mA と切 り 換えて、 MODE  14 　 ITEM 01”N INPUT の値が 0、 100％になる
よ う に ITEM 02、 03 の値を設定し ます。

• 内部計算は下記のよ う にな り ます。

• N INPUT ＝ （G INPUT） × （SPAN ADJ.） ± （ZERO ADJ.）

以上で設定手順は終了です。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.7 光通信 　 ODC-1

注意！
光フ ァ イバ伝送モジュール ODC-1 には精密光学パーツを使用し ています。 以下の事項について
注意し て く ださい。

• モジ ュールに強い衝撃を与えないで く ださい。

• 光コネ ク タ部は使用し ない場合は、 保護キ ャ ッ プを し て く ださい。

• 光フ ァ イバの取扱いは細心の注意を払い、 曲げた り 折った り し ないで く ださい （曲げ半径は
φ6 ケーブルで 80R 以上、 フ ァ イバ心線で 10R 以上）。

• 光フ ァ イバコネ ク タの接続面は手で触れないで く ださい。 また、 ほ こ り やキズを付けないで
く ださい。 接続面が汚れている場合はガーゼなどで拭き取 り ます。

7.7.1 概要

本モジ ュールを使用する こ と によ り TGM と受信装置間で光双方向通信が可能にな り ます。
ODC-1 （光伝送モジュール） の光通信ユニ ッ ト には発光素子の LED と受光素子の PD （フ ォ ト
ダ イオード） が T カプラで光学的に結合されてお り 、 1 線フ ァ イバで送受信動作が可能です。
受信装置からは各 TGM5 に割 り 当てたア ド レ ス信号、 データ要求信号などを送出し ます。 TGM
はこれを受信し、 ア ド レ スが合致し た場合は、 データ要求に応じ たデータ を受信装置に返送し
ます。 この送受信動作は 25mS 以内に行われ、 8 台の TGM を 1 周期 とする繰 り 返し動作で行わ
れるため 200ｍS 毎にデータが収集されます。

7.7.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 12: モジ ュール

7.7.3 モジュールの設定

Main-CPU-A の CN10 と ODC-1 の J2 コネ ク タ間を付属のジ ャ ンパーコネ ク タで接続し ます。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.7.4 モジュールの調整

光通信動作を行 う 前に光フ ァ イバ伝送路の損失チェ ッ ク を行い、 損失が規定値以内であ る こ と
を確認し ておき ます。 光通信動作の調整は 　 1. セレ ク ト コード の設定 　 2. レベル上･下限ア ラー
ムの設定を HHT2 を用いて行います （「7.7.5 セレ ク ト コード の設定」 および 「7.7.6 上 ・ 下限ア
ラームデータの設定」 参照）。

7.7.5 セレ ク ト コー ドの設定

受信装置がこの TGM5 に割 り 当てたセレ ク ト ア ド レ ス （00 ～ 07） を設定し ます。 こ のセレ ク ト
ア ド レ ス以外は無効にな り ます。

図 13: セレ ク ト コード

7.7.6 上 ・ 下限アラームデータの設定

TGM5 の接点出力 ( ア ラーム ) モジ ュール と は別に 2 線伝送独自のレベルア ラーム （上下限各 1
点） をセ ッ ト する こ と ができ ます。

上限レベルア ラームの設定
MODE 13、 ITEM 06 にて上限ア ラーム値を mm 単位で設定し ます。

下限レベルア ラームの設定
MODE 13、 ITEM 07 にて下限ア ラーム値を mm 単位で設定し ます。

上･下限ア ラームの ヒ ステ リ シスは MODE13、 ITEM27 にて任意設定が可能です。

7.7.7 動作確認

データ設定終了後、 受信装置にて TGM5 のデータが正し く 受信でき ている こ と を確認し ます。
また、 受信装置よ り TGM5 に対し、 巻上げ、 測定および停止などの操作を行い、 TGM5 が正し
く 動作する こ と を確認し ます。 この時 TGM5 は、 HHT2 で測定状態にし てお く 必要があ り ます。

HHT2 操作 HHT2 表示

① MODE

② ENT

③ ENT

④ 0 2 ENT

MODE NO.13  ON
２-WIRE TRANS ?

ITEM NO.01
SELECT CODE ?

SELECT XX
CODE (00-FF) ?

SELECT 02
CODE (00-FF) ?

（モード13にて行う）

（ITEM 01）

（セレクトコード入力）

セレクトコード 02 の設定例
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.7.8 受信装置による遠隔操作

1. TGM5 の操作は、 外部操作 （操作ス イ ッチ） または HHT2 によ る操作、 通信を利用し た受
信装置からの遠隔操作が可能ですが、 外部操作が遠隔操作よ り も優先度が高いため、 外部
で操作を行っている場合は遠隔操作はでき ません。

2. 外部操作がない (TGM5 が測定状態 　 - 　 ア イ ド ル状態 　 - 　 になっている ) 場合のみ遠隔操
作が可能ですので注意し て く ださい。

3. 遠隔操作は巻上げ、 測定、 停止およびキ ャ ンセルがあ り ます。 それぞれ受信装置操作マ
ニュ アルを参照し て く ださい。 遠隔によ る操作要求は TGM5 内部に記憶され TGM5 の電源
が OFF になって も、 電源復帰後、 元の動作状態を保持し ます。 操作要求を抹消 ( 測定のア
イ ド ル状態に戻す ) する ためには、 受信装置から測定要求する必要があ り ます。

4. 遠隔操作要求後 ト ラブルによ り 受信装置から測定要求ができない場合は、 HHT2 によ り こ
の操作要求をキ ャ ンセルする こ と ができ ます （MODE 13  ITEM 01 のセレ ク ト コード設定
モード にて 「FF」 をセ ッ ト する こ と によ り 遠隔からの操作要求は一度だけキ ャ ンセルされ
ます）。

操作の優先度

7.7.9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

通信動作に異常があ る場合は、 以下のチェ ッ ク ポイ ン ト と添付のフ ローチャー ト を参照し て故
障診断を し て く ださい。 作業は受信装置でのデータ表示、 エラー表示および TGM5 の動作を確
認し ながら行います。

外部操作 　 ＞ 　 HHT2 　 ＞ 　 遠隔操作

全てのタンクについて通信動作が異常

幹線の光ファイバ系異常

受信装置に異常（受信装置のマニュアルを参照）

特定ループのみ異常

特定ループ光ファイバ系異常

ループ上の特定TGMがループ全体に影響
（選択動作不良によるダブル選択等）

特定のタンクのみ異常

全く動作しない　　　　　　 TGM本体の異常

特定光ファイバ系の異常

通信はするが遠隔操作出来ない。
（現場操作入力が測定になっていない）
36 Endress+Hauser



TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
動作診断フ ローチャー ト

全タンクが
異常

通信動作が
異常

通信入力がない

ODC-1の異常
ODC-1交換

TGM
本体の動作は

正常か

ODC-1の
、LED LD2は点
灯か

セレクトコード
は正しいか

ODC-1の
、LED LD3は点
灯か

ODC-1の
、LED LD1は点
灯か

幹線ファイバ系に異常
、幹線ファイバ ディストリビュート

、リピート スターカプラをチェック

TGM
本体の電源は

正常か

セレクトコード
再設定

通信入力異常

通信出力がない

TGMのトラブルシュ
ーティングを参照

TGMの電源
チェック・修復NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

NO

全タンク

支線ファイバ系をチェック
～(TGM スターカプラ間)
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.8 接点入力 （ステータ ス） INT-1

7.8.1 概要

TGM5 周辺のステータ ス信号を受信装置へ伝送する と き、 信号入力用と し て使用し ます。 無線
圧接点信号を 4 点まで入力する こ と ができ ます。 各種警報器信号の遠隔伝送に活用し て く ださ
い。 ただし、 拡張ボード モジュール Exp - A が必要にな り ます。

7.8.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 14: モジ ュール

7.8.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。

7.8.4 動作確認

入力信号は接点 OFF( オープン ) で信号有 ( ロ ジ ッ ク｢ 1 ｣ ) と し ています。 信号入力端子部で
シ ョ ー ト 、 オープンに応じ て、 正し く 受信装置に伝送される こ と を確認し て く ださい。
HHT2 のデータ ア ド レ ス設定を確認する場合には、 ｢ 7.1.6 　 接点入力 ( ステータ ス ) の動作確認｣
を参照し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 7 　 モジュールの調整
7.9 接点入力 （ステータ ス） INT-2

7.9.1 概要

TGM5 周辺のステータ ス信号を新 2 線通信システム (Ｖ1 通信 ) によ り 受信装置へ伝送する と き、
信号入力用と し て使用し ます。 無線圧接点信号を 8 点まで入力する こ と ができ ます。 各種警報
器信号の遠隔伝送に活用し て く ださい。 ただし、 拡張ボード モジュール 　 Exp - A が必要にな り
ます。

7.9.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 15: モジ ュール

7.9.3 モジュールの設定

モジ ュールの設定方法は 「6 モジュールの設定」 を参照し て く ださい。

7.9.4 動作確認

入力信号は接点 OFF （オープン） で信号有 （ロ ジ ッ ク｢ 1 ｣） と し ています。
信号入力端子部でシ ョ ー ト 、 オープンに応じ て、 正し く 受信装置に伝送される こ と を確認し て
く ださい。
HHT2 のデータ ア ド レ ス設定を確認する場合には、 ｢ 7.1.6 　 接点入力 ( ステータ ス ) の動作確認｣
を参照し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整7 　 モジュールの調整
7.10 DRM9700 通信 　 DRMM-A

7.10.1 概要

タ ン ク ゲージモニタ DRM9700 と通信する ためのモジュールです。 DRM9700 によ り TGM5 本体
と は別の場所でレベルおよび温度データ等をモニタ リ ングでき ます (DRM 9700 の取扱説明書参
照）。

7.10.2 モジュールの形状 ・ 各部の名称

図 16: モジ ュール

7.10.3 動作確認

TGM5 のレベルデータ と温度データが DRM 9700 の表示データ と合致し ている こ と を確認し て く
ださい。 なお、 巻上げ動作など レベルデータが急激に変動し ている場合、 DRM 9700 は遅れて表
示されますが異常ではあ り ません。 DRM 9700 の操作については、 ｢ DRM 9700 取扱説明書｣を参
照し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整 8 　 端子表
8 端子表

8.1 TGM5 　 A-1

端子

番号
信号名 極性 コネ ク タ番号 接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ さ

い。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
② DAC-1

8 －

9
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
③ DAC-1

10 －

11
DRM9700 出力

＋
④ DRMM-A

12 －

13

14

15
HART 通信

＋
Main-CPU-A

現場表示器 NRF および平均温

度計 NMT と の接続用16 -

17
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

⑥ OUT-2

18 -

19
接点出力 ( ア ラーム ) 2

＋

20 -

21
接点出力 ( ア ラーム ) 3

＋

22 -

23
接点出力 ( ア ラーム ) 4

＋

24 -

25

スポ ッ ト 温度入力

A

① Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時使

用でき ません。
26 B

27 b

28

29

30

31

32

33

34

35

36

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3
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TGM5 モジュール設定 & 調整8 　 端子表
8.2 TGM5 　 B-1

端子

番号
信号名 極性 コネ ク タ番号 接続基板 備考

1

供給

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ

さい。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
② DAC-1

8 －

9
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
③ DAC-1

10 －

11
DRM9700 出力

＋
④ DRMM-A

12 －

13

14

15
HART 通信

＋
Main-CPU-A

現場表示器 NRF および平

均温度計 NMT と の接続用16 -

17
接点出力 ( ア ラーム） 1

＋

⑥
OUT-2

18 -

19
接点出力 ( ア ラーム） 2

＋

20 -

21
接点出力 ( ア ラーム） 3

＋

22 -

23
接点出力 ( ア ラーム） 4

＋

24 -

25 平均温度入力 （B）

① Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同

時使用でき ません。

26 平均温度入力 （b）

27 平均温度入力 (A1) / ｽﾎﾟｯﾄ 1（A）

28 平均温度入力 (A2) / ｽﾎﾟｯﾄ 1（B）

29 平均温度入力 (A3) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （b）

30 平均温度入力 (A4) / ｽﾎﾟｯﾄ 2（A）

31 平均温度入力 (A5) / ｽﾎﾟｯﾄ 2（B）

32 平均温度入力 (A6) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （b）

33 平均温度入力 (A7) / ｽﾎﾟｯﾄ 3（A）

34 平均温度入力 (A8) / ｽﾎﾟｯﾄ 3（B）

35 平均温度入力 (A9) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （b）

36 平均温度入力 (A10)

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3
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TGM5 モジュール設定 & 調整 8 　 端子表
8.3 TGM5 　 B-2

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ

さい。2

3

液面計操作 CN - 1 Main-CPU-A

4

5

6

7
2 線双方向伝送

＋
① Exp-A

8 －

9
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
③ DAC-1

10 －

11
DRM9700 出力

＋
④ DRMM-A

12 －

13
DC4 ～ 20ｍA 入力

＋
⑥ ADC-2

14 －

15
HART 通信

＋
Main-CPU-A

現場表示器 NRF および平均

温度計 NMT と の接続用16 -

17
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

J-3 Exp-A

18 -

19
接点出力 ( ア ラーム ) 2

＋

20 -

21
接点出力 ( ア ラーム ) 3

＋

22 -

23
接点出力 ( ア ラーム ) 4

＋

24 -

25 平均温度入力 (B)

② Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時

使用でき ません。

26 平均温度入力 (b)

27 平均温度入力 (A1)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （A）

28 平均温度入力 (A2)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （B）

29 平均温度入力 (A3)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （b）

30 平均温度入力 (A4)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （A）

31 平均温度入力 (A5)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （B）

32 平均温度入力 (A6)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （b）

33 平均温度入力 (A7)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （A）

34 平均温度入力 (A8)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （B）

35 平均温度入力 (A9)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （b）

36 平均温度入力 (A10)

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.4 TGM5 　 B-3

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ

さい。2

3

液面計操作 CN - 1 Main-CPU-A

4

5

6

7
2 線双方向伝送

＋
① Exp-A

8 －

9
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
③ DAC-1

10 －

11
DRM9700 出力

＋
④

DRMM-A

12 －

13
DC4 ～ 20ｍA 入力

＋
⑥ ADC-2

14 －

15
HART 通信

＋
Main-CPU-A 

現場表示器 NRF および平

均温度計 NMT と の接続用16 -

17
接点入力 ( ステータ ス )

＋

J-4 Exp-A

18 -

19
接点入力 ( ステータ ス )

＋

20 -

21
接点入力 ( ステータ ス )

＋

22 -

23
接点入力 ( ステータ ス )

＋

24 -

25 平均温度入力 (B)

Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時

使用でき ません。

26 平均温度入力 (b)

27 平均温度入力 (A1) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （A）

28 平均温度入力 (A2) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （B）

29 平均温度入力 (A3) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （b）

30 平均温度入力 (A4) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （A） ②

31 平均温度入力 (A5) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （B）

32 平均温度入力 (A6) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （b）

33 平均温度入力 (A7) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （A）

34 平均温度入力 (A8) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （B）

35 平均温度入力 (A9) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （b）

36 平均温度入力 (A10)

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.5 TGM5 　 C

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ

さい。2

3

液面計操作 CN-1 Main- CPU-A

4

5

6

7
2 線双方向伝送

＋
① Exp-A

8 －

9
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

J-3 Exp-A

10 －

11 接点出力 ( ア ラーム ) 2 ＋

12 －

13 接点出力 ( ア ラーム ) 3 ＋

14 －

15 接点出力 ( ア ラーム ) 4 ＋

16 -

17
接点入力 ( ステータ ス） 1

＋

J-4 Exp-A

18 -

19 接点入力 ( ステータ ス） 2 ＋

20 -

21 接点入力 ( ステータ ス） 3 ＋

22 -

23 接点入力 ( ステータ ス） 4 ＋

24 -

25 平均温度入力 (B)

② Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時

使用でき ません。

26 平均温度入力 (b)

27 平均温度入力 (A1) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （A）

28 平均温度入力 (A2) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （B）

29 平均温度入力 (A3) / ｽﾎﾟｯﾄ 1 （b）

30 平均温度入力 (A4) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （A）

31 平均温度入力 (A5) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （B）

32 平均温度入力 (A6) / ｽﾎﾟｯﾄ 2 （b）

33 平均温度入力 (A7) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （A）

34 平均温度入力 (A8) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （B）

35 平均温度入力 (A9) / ｽﾎﾟｯﾄ 3 （b）

36 平均温度入力 (A10)

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.6 TGM5 　 D

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く ださ

い。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7 コモン

①

OUT-3

OUT-4

コ レ ク タ コモンの場合

OUT-3 を使用

エ ミ ッ タ コモンの場合

OUT-4 を使用

仕様によ り 、 レベルまたは、

温度出力の一方に限定されま

す。

8 ﾚﾍﾞﾙ 100 -20/ 温度 10-1 -20

9 ﾚﾍﾞﾙ 100 -21/ 温度 10-1 -21

10 ﾚﾍﾞﾙ 100 -22/ 温度 10-1 -22

11 ﾚﾍﾞﾙ 100 -23/ 温度 10-1 -23

12 ﾚﾍﾞﾙ 101 -20/ 温度 100 -20

13 ﾚﾍﾞﾙ 101-21/ 温度 100 -21

14 ﾚﾍﾞﾙ 101 -22/ 温度 100 -22

15 ﾚﾍﾞﾙ 101 -23/ 温度 100 -23

16 ﾚﾍﾞﾙ 102 -20/ 温度 101 -20

17 ﾚﾍﾞﾙ 102 -21/ 温度 101 -21

18 ﾚﾍﾞﾙ 102 -22/ 温度 101 -22

19 ﾚﾍﾞﾙ 102 -23/ 温度 101 -23

20 ﾚﾍﾞﾙ 103 -20/ 温度 102 -20

21 ﾚﾍﾞﾙ 103 -21/ 温度 102 -21

22 ﾚﾍﾞﾙ 103 -22/ 温度 102 -22

23 ﾚﾍﾞﾙ 103 -23/ 温度 102 -23

24 ﾚﾍﾞﾙ 104 -20/ 温度 +, -

25

温度入力

A

② Thermo-A26 B

27 ｂ

28

29
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

③ OUT-2

30 -

31
接点出力 ( ア ラーム ) 2

＋

32 -

33
接点出力 ( ア ラーム ) 3

＋

34 -

35
接点出力 ( ア ラーム ) 4

＋

36 -

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.7 TGM5 　 E

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く ださ

い。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7 コモン

①
OUT-3

OUT-4

コ レ ク タ コモンの場合

OUT-3 を使用

エ ミ ッ タ コモンの場合

OUT-4 を使用

仕様によ り 、 レベルまたは、 温

度出力の一方に限定されます。

8 ﾚﾍﾞﾙ 100 -20/ 温度 10-1 -20

9 ﾚﾍﾞﾙ 100 -21/ 温度 10-1 -21

10 ﾚﾍﾞﾙ 100 -22/ 温度 10-1 -22

11 ﾚﾍﾞﾙ 100 -23/ 温度 10-1 -23

12 ﾚﾍﾞﾙ 101 -20/ 温度 100 -20

13 ﾚﾍﾞﾙ 101-21/ 温度 100 -21

14 ﾚﾍﾞﾙ 101 -22/ 温度 100 -22

15 ﾚﾍﾞﾙ 101 -23/ 温度 100 -23

16 ﾚﾍﾞﾙ 102 -20/ 温度 101 -20

17 ﾚﾍﾞﾙ 102 -21/ 温度 101 -21

18 ﾚﾍﾞﾙ 102 -22/ 温度 101 -22

19 ﾚﾍﾞﾙ 102 -23/ 温度 101 -23

20 ﾚﾍﾞﾙ 103 -20/ 温度 102 -20

21 ﾚﾍﾞﾙ 103 -21/ 温度 102 -21

22 ﾚﾍﾞﾙ 103 -22/ 温度 102 -22

23 ﾚﾍﾞﾙ 103 -23/ 温度 102 -23

24 ﾚﾍﾞﾙ 104 -20/ 温度 +, -

25
DRM-9700 出力

+
④ DRMM-A

26 -

27
DC4-20mA 出力

+
② DAC-1

28 -

29
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

③
OUT-2

30 -

31
接点出力 ( ア ラーム ) 2

＋

32 -

33
接点出力 ( ア ラーム ) 3

＋

34 -

35
接点出力 ( ア ラーム ) 4

＋

36 -

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.8 TGM5 　 F

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く だ

さい。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7 コモン

①
OUT-3

OUT-4

コ レ ク タ コモンの場合

OUT-3 を使用

エ ミ ッ タ コモンの場合

OUT-4 を使用

仕様によ り 、 レベルまたは、

温度出力の一方に限定され

ます。

8 ﾚﾍﾞﾙ 100 -20/ 温度 10-1 -20

9 ﾚﾍﾞﾙ 100 -21/ 温度 10-1 -21

10 ﾚﾍﾞﾙ 100 -22/ 温度 10-1 -22

11 ﾚﾍﾞﾙ 100 -23/ 温度 10-1 -23

12 ﾚﾍﾞﾙ 101 -20/ 温度 100 -20

13 ﾚﾍﾞﾙ 101-21/ 温度 100 -21

14 ﾚﾍﾞﾙ 101 -22/ 温度 100 -22

15 ﾚﾍﾞﾙ 101 -23/ 温度 100 -23

16 ﾚﾍﾞﾙ 102 -20/ 温度 101 -20

17 ﾚﾍﾞﾙ 102 -21/ 温度 101 -21

18 ﾚﾍﾞﾙ 102 -22/ 温度 101 -22

19 ﾚﾍﾞﾙ 102 -23/ 温度 101 -23

20 ﾚﾍﾞﾙ 103 -20/ 温度 102 -20

21 ﾚﾍﾞﾙ 103 -21/ 温度 102 -21

22 ﾚﾍﾞﾙ 103 -22/ 温度 102 -22

23 ﾚﾍﾞﾙ 103 -23/ 温度 102 -23

24 ﾚﾍﾞﾙ 104 -20/ 温度 +, -

25 平均温度入力 (B)

② Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時

使用でき ません。

26 平均温度入力 (b)

27 平均温度入力 (A1)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （A）

28 平均温度入力 (A2)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （B）

29 平均温度入力 (A3)/ ｽﾎﾟｯﾄ 1 （b）

30 平均温度入力 (A4)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （A）

31 平均温度入力 (A5)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （B）

32 平均温度入力 (A6)/ ｽﾎﾟｯﾄ 2 （b）

33 平均温度入力 (A7)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （A）

34 平均温度入力 (A8)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （B）

35 平均温度入力 (A9)/ ｽﾎﾟｯﾄ 3 （b）

36 平均温度入力 (A10)

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.9 TGM5 　 G

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ

番号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く ださ

い。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7 コモン

①
OUT-3

OUT-4

コ レ ク タ コモンの場合

OUT-3 を使用

エ ミ ッ タ コモンの場合

OUT-4 を使用

仕様によ り 、 レベルまたは、

温度出力の一方に限定されま

す。

8 ﾚﾍﾞﾙ 100 -20/ 温度 10-1 -20

9 ﾚﾍﾞﾙ 100 -21/ 温度 10-1 -21

10 ﾚﾍﾞﾙ 100 -22/ 温度 10-1 -22

11 ﾚﾍﾞﾙ 100 -23/ 温度 10-1 -23

12 ﾚﾍﾞﾙ 101 -20/ 温度 100 -20

13 ﾚﾍﾞﾙ 101-21/ 温度 100 -21

14 ﾚﾍﾞﾙ 101 -22/ 温度 100 -22

15 ﾚﾍﾞﾙ 101 -23/ 温度 100 -23

16 ﾚﾍﾞﾙ 102 -20/ 温度 101 -20

17 ﾚﾍﾞﾙ 102 -21/ 温度 101 -21

18 ﾚﾍﾞﾙ 102 -22/ 温度 101 -22

19 ﾚﾍﾞﾙ 102 -23/ 温度 101 -23

20 ﾚﾍﾞﾙ 103 -20/ 温度 102 -20

21 ﾚﾍﾞﾙ 103 -21/ 温度 102 -21

22 ﾚﾍﾞﾙ 103 -22/ 温度 102 -22

23 ﾚﾍﾞﾙ 103 -23/ 温度 102 -23

24 ﾚﾍﾞﾙ 104 -20/ 温度 +, -

25

温度入力

A

② Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時使

用でき ません。

26 B

27 ｂ

28
DRM9700 出力

+
③ DRMM-A

29 -

30 DC4 ～ 20ｍA 出力 +
④ DAC-1

31 -

32

33

34

35

36

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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8.10 TGM5 　 A-2 （FFi 光通信）

端子

番号
信号名 極性

コネ ク タ番

号
接続基板 備考

1

供給電源

TGM5 取扱説明書

「4.1 配線」 を参照し て く ださ

い。2

3

液面計操作 CN-1 Main-CPU-A

4

5

6

7 +

8 -

9
DC4 ～ 20ｍA 出力

＋
③ DAC-1

10 －

11
DRM9700 出力

＋
⑥ DRMM-A

12 －

13
DC4 ～ 20ｍ 入力 ADC-2

14

15
HART 通信

＋
CPU-A

16 -

17
接点出力 ( ア ラーム ) 1

＋

② OUT-2

18 -

19
接点出力 ( ア ラーム ) 2

＋

20 -

21
接点出力 ( ア ラーム ) 3

＋

22 -

23
接点出力 ( ア ラーム ) 4

＋

24 -

25

スポ ッ ト 温度入力

Ａ

① Thermo-A
NMT 型平均温度計と は同時使

用でき ません。
26 Ｂ

27 ｂ

28

INT-1

29
接点入力 ( ステータ ス ) 1

＋

30 -

31
接点入力 ( ステータ ス ) 2

＋

32 -

33
接点入力 ( ステータ ス ) 3

＋

34 -

35
接点入力 ( ステータ ス ) 4

＋

36 -

光コネ ク タ 双方向光伝送 ODC-1

３

４

５

６

ＣＯＭ

ＳＷ1

ＳＷ2

ＳＷ3

（*1） SW1-SW3 は外部の
ｽｲｯﾁを示す操作
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TGM5 モジュール設定 & 調整 9 　 ト ラ ブルシューテ ィ ング
9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 修理依頼

修理または校正のために機器を弊社に返却する前には、 以下の処置を行 う 必要があ り ます。

• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださい。

• 測定物が侵入する恐れのあ るパッ キンの隙間と溝を十分に確認し て く ださ い。 測定物が、 腐
食性、 毒性、 発癌性または放射性があ る など、 健康に対する リ ス ク を呈する場合には、 特に
重要です。

• 「洗浄証明書」 に記入の上、 機器に添付し て く ださい （「洗浄証明書」 の原紙は、 本説明書の巻
頭にあ り ます）。 これによ り 、 弊社では返品された機器を輸送、 検査および修理し ます。

• 必要に応じ て、 （例 ： EN 91/ 155/ EEC1 に準拠し た安全データ シー ト など） 特殊取扱指示を同
梱し て く ださい。

以下について も明記し て く ださい。

• アプ リ ケーシ ョ ンの正確な記述

• 測定物の化学的および物理的特性

• 発生し たエラーについての簡単な説明 （可能な らエラーコード を明記）

• 機器の稼働時間

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！

• 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返
送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

• 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など ) こ
と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と になるの
で、 注意し て く ださい。

9.2 廃棄

材質の異な る製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。
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TGM5 モジュール設定 & 調整9 　 ト ラ ブルシューテ ィ ング
9.3 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

Main-CPU-A

M-Cont-A

9.4 エン ド レスハウザー ジャパン株式会社の連絡先 

エン ド レ スハウザージャパン ( 株 ) の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されています。 質問
等については、 弊社ヘルプデス ク、 最寄の弊社営業所、 または代理店に問い合わせて く ださい。

ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン ・ 日付 ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V1.00, 2004.09.14 オ リ ジナル リ リ ース TI047N/08/ja/09.04

V1.02, 2004.10.14 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.03, 2004.11.26 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.04, 2005.01.07 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.05, 2005.05.18 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/05.05

V1.06, 2005.06.17 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.07, 2006.11.07 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.11, 2009.07.09 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/07.09

V1.11, 2009.09.14 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/08.09
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●機器調整 ( 新規調整 ・ 再調整 ・ 故障 ) 不適合に関するお問い合わせ
サービス部サービスデスク課

〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

■計量器製造業登録工場 　 ■特定建設業認定工場許可 （電気工事業 ・ 電気通信工事業）

■仙台サービス ■東京サービス ■小倉サービス
〒 980-3125 　 仙台市泉区みずほ台 　 12-5
Tel.  022 (371) 2511    Fax.  022 (371) 2514

〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3
Tel.  042 (314) 1912    Fax.  042 (314) 1941

〒 802-0804 　 北九州市小倉南区下城野 2-3-6
Tel.  093 (932) 7700    Fax.  093 (932) 7701

■新潟サービス ■名古屋サービス ■水島サービス
〒 950-0923 　 新潟市中央区姥ヶ山 4-11-18
Tel.  025 (286) 5905    Fax.  025 (286) 5906

〒 461-0034 　 名古屋市東区豊前町 2-28-1
Tel.  052 (930) 5300   Fax.  052 (937) 1180

〒 712-8061 　 倉敷市神田 　 1-5-5
Tel.  086 (445) 0611    Fax.  086 (448) 1464

■千葉サービス ■大阪サービス ■徳山サービス
〒 290-0054 　 市川市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ
Tel.  0436 (23) 4601    Fax.  0436 (21) 9364

〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4
Tel.  06 (6389) 8511    Fax. 06 （6389) 8182

〒 745-0814 　 周南市鼓海 2-118-46
Tel.  0834 (64) 6231    Fax.  0834 (25) 6232

本書を無断で転載、 複製、 改変する こ と を禁止し ます。
記載内容は、 予告な しに変更される こ と があ り ます。
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